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場所 商工会館

井筒健二 前西隆明 堀江聡 喜多勇介 富田絹子

【2026年2月　本会資料】 2026年2月26日

精華サンライズコミュニケーション

2月度　本会議事録

日時 令和8年2月26日（木）　　7：00～8：00

堀池和弘 佐藤直和 吉田雄一朗 池内詠子

藤井伸樹 藤澤正樹 山本治 寺本和広 寺田崇司

森本真一郎 田熊　聖樹 四方諒 中村圭司 辻出彩

桃井秀幸 浅野翔 加藤文人 中川真一 鶴田眞由美
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田尻あずさ 梶山紀子 牧野太郎 玉山真唯

精華町役場

本日のタイムスケジュール　　　

1 開会

(1) ・出欠確認 7：00～

・入退会について

　　 入会： 辻出彩さん(FlowerManyMerry)

各部会から振り返り内容の概要報告
●ビジネスメッセ部会（前西部会長）
　・出展する側　と　主催する側の経験ができた。
　・会員へ案内が十分にできていなかった。
●賀詞交歓部会（堀江が部会長代理）
　・SSC以外の人の感想や意見を聞く機会がない。
　・発表者に関しては、その後に問い合わせなどは無い。
　・TV局を呼ぶには連絡が直前過ぎて実現しなかった。
　・無料で経験できる恵まれた機会であるので、次年度は積極的に発表者として
　　名乗り出て頂きたい。
●自社PR部会（井筒部会長）
　・HPを更新する手順書を整備している。
　・部会員による活動記録ページ更新を依頼。

 　　退会：竹岡さん

・リラックス＆コミュニケーション 7：02～

　　　全員で、いいねを30秒～1分程度で行った

2 協議事項等

各部会に分かれて今年度の振り返り
　（各部会の振り返り内容の詳細は別紙参照）

7:30～

   7:50

閉会 8:00

進　　行　：　 会長　井筒

3 連絡事項等
来年度の役員メンバーの発表。（堀江） 7：55～

◆令和7年度スケジュール
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7：30～

場所 商工会館

【2026年2月　本会資料】 2026年2月26日

精華サンライズコミュニケーション

2月度　本会議事録　別紙

日時 令和8年2月26日（木）　　7：00～8：00

●賀詞交換部会
【鶴田さん（発表者）】

　　・勉強になり、いい経験もできた。

　　・一人でも多くの人に着物を着て頂きたい一心で行った。

　　・他の団体の賀詞交換会はYoutubeで公開されている。　今回、テレビ局を呼ぼうとしたが

　　　　直前に連絡した為に断られた。２ヶ月前には連絡する必要有り。
【中村さん】

　・鶴田さんが文章をチャットGPTを活用されていたことに驚いた。

　・御本人ではなくお孫さんが発表することはどうかと思ったが、結果的には華やかな雰囲気に

　　なり凄く良かった。

【寺本さん】
　・鶴田さん本人も着物を着て出たら良かったと思う。

　　　→自分も着ようとも考えたが、着付けは「黒子」なので控えた。（鶴田さん）

【堀江（発表者）】

　　・SSCに入らなければやらない経験ができた。

　　・本会で練習する度に前回と反対のことを指摘された。

　　・仕事のパートナーを募集する内容だったが、問い合わせは一件も無し。

【玉山さん（当日、急遽欠席）】
 　・反響は良かったと聞いています。

【寺田さん】
　　・今回で賀詞交歓会は３年参加しているが、SSC本会で練習した成果が出ていた。

　　・SSCの士気が重要だった。
　　・着物を会員が着たのが良かった。

【浅野さん】

　　・ＳＳＣ関係者以外の意見や感想が聞けない。
　　・その後、問合せなど有ったか？

　　　→賀詞交歓会の参加者直接や、参加者からの紹介などでの問い合わせなのかは
　　　　　明確には分からない。（鶴田さん）

　　　→問い合わせなど無し。（堀江）

　　　→発表する行為を勉強して経験することが目的なので、発表の効果は二の次。（中村さん）

●メッセ部会
（良かった点）
・腰を据えて他社の事業を改めて知る機会になった。
・自社の事を知ってもらう為に色々と考える機会になった。
・初めての事だったが、考え過ぎずに『とりあえずやってみよう！』と動いた事が良かった。
（改善の余地がある点）
・初めての企画運営ということだったが、オリジナルのメッセを企画することが目的になった
感があった。
・全体的に細やかな通知がなされていないと感じた。
・何をやっていいか分かっていない人もいたように感じる
・会員によって意識の高低が浮き彫りになった
※2時間という時間は中弛みして長いと言う意見と、短いと言う意見双方が出ました。
（その他）
・主催を商工会や精華町にお願いして、そこに参加参画してはどうか。
・例年通りに『どこか』のビジネスメッセに出展する企業をチョイスして、それのブラッシュ
アップを行って行くのはどうか。　この場合、会場が近隣ではなくなるので会員が見に行く
ハードルが上がる。
・『補助金』を採択されに行く事業に関して。事業計画の作成もしますし、その事業計画で
補助金が採択される、と言う目に見える成果がある。

2 協議事項等

各部会に分かれて今年度の振り返り　　詳細内容


